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加
速
化
す
る
建
築
物
の
木
造
化

― 
新
た
な
製
品
・
技
術
の
開
発
・
普
及 

―

　

最
近
、
大
き
な
建
物
や
都
市
部
の
建
築
物

に
積
極
的
に
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
背
景
と
し
て
次
の

３
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
平
成
12
年
に
施
行
さ
れ
た
建

築
基
準
法
の
性
能
規
定
化
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
必
要
な
性
能
を
有
し
て
い
れ
ば
、
部
材

の
種
類
は
問
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

２
点
目
が
、
平
成
22
年
に
施
行
さ
れ
た
公

共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
で
す
。
こ
の

法
律
で
は
、
国
が
公
共
建
築
物
を
整
備
す
る

際
、
自
ら
率
先
し
て
木
材
利
用
に
努
め
る
こ

と
と
さ
れ
、
低
層
の
公
共
建
築
物
は
原
則
と

し
て
全
て
木
造
化
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
主
要
施
設
と
な
る
新
国
立
競
技

場
に
お
い
て
も
、
屋
根
部
分
に
ス
ギ
・
カ
ラ

マ
ツ
を
利
用
す
る
等
多
く
の
木
材
を
利
用
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
点
目
が
、
木
材
需
要
の
視
点
か
ら
で
す
。

我
が
国
の
木
材
自
給
率
は
上
昇
傾
向
に
あ
る

も
の
の
30
％
台
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
材
の
主
な
需
要
先
で
あ
る
住
宅
分
野
の
動

き
を
見
る
と
、
新
設
着
工
戸
数
は
近
年
停
滞

し
て
お
り
、
直
近
５
年
間
の
平
均
は
90
万
戸

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
人
口
減
少
に
伴

い
、
住
宅
需
要
の
伸
び
を
見
込
む
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
し
て
、
将
来
の
住
宅
着
工
戸
数

を
平
成
32
年
に
は
70
万
戸
台
、
平
成
37
年
に

は
60
万
戸
台
に
な
る
と
予
測
す
る
大
手
シ
ン

ク
タ
ン
ク
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
我
が
国
の
森
林
資
源
は
益
々
充

実
し
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
木
材

が
あ
ま
り
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
高
層
建

築
物
や
非
住
宅
分
野
な
ど
で
新
た
な
木
材
需

要
を
創
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
こ
う
し
た
木
造
建
築

の
気
運
の
高
ま
り
を
後
押
し
す
る
、
新
た
な

製
品
・
技
術
と
そ
の
実
用
化
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。木

質
耐
火
部
材
の
開
発

　

中
高
層
の
建
築
物
や
大
規
模
な
建
築
物
を

建
て
る
た
め
に
は
、
火
災
が
発
生
し
鎮
火
す

中郷会新柏クリニック
（千葉県柏市、3階建て、延床面積3,132
㎡、2016 年 1 月竣工）

中
高
層
建
築
物
等
の

木
造
化

木質耐火構造の方式
資料：一般社団法人木を活かす建築推進協議会（2013）「ここまでできる木造建築の計画」
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―新たな製品・技術の開発・普及―

ＣＬＴ利用事例 
事務所（高知県）６階建て

ＣＬＴ利用事例 
福祉施設（奈良県）５階建て

ＣＬＴ利用事例 ホテル（岡山県）２階建て

る
ま
で
の
間
、
倒
壊
・
延
焼
を
防
止
す
る
た

め
に
必
要
な
耐
火
性
能
を
有
す
る
部
材
を
柱

や
梁
等
の
構
造
部
材
に
使
用
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
木
材
を
用
い
た
部
材
で
こ
れ
を
実

現
し
た
も
の
が
木
質
耐
火
部
材
で
あ
り
、
大

き
く
分
け
て
「
被
覆
型
」、「
燃
え
止
ま
り
型
」、

「
鉄
骨
内
蔵
型
」
の
３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。
被
覆
型
は
、
木
材
を
石
膏
ボ
ー
ド
で

被
覆
し
燃
焼
を
防
ぎ
ま
す
。
燃
え
止
ま
り
型

は
、
火
災
時
に
表
面
の
み
で
燃
焼
が
止
ま
る

よ
う
に
、
内
側
に
モ
ル
タ
ル
や
不
燃
処
理
木

材
等
を
配
置
（
燃
え
止
ま
り
層
）
し
た
も
の

で
す
。
鉄
骨
内
蔵
型
は
、
鉄
骨
を
木
材
で
被

覆
し
た
も
の
で
炭
化
し
た
木
材
と
鉄
骨
に
よ

り
燃
焼
を
停
止
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
技
術

に
よ
り
、
１
時
間
の
耐
火
性
能
を
有
す
る
耐

火
部
材
が
開
発
さ
れ
、
中
層
や
都
市
部
の
耐

火
性
能
が
必
要
な
建
築
物
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、「
中
郷
会
新
柏
ク
リ
ニ
ッ
ク
」（
千

葉
県
柏
市
）
で
は
、
木
の
癒
や
し
効
果
に
着

目
し
た
「
森
林
浴
の
で
き
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

を
目
指
し
て
、
燃
え
止
ま
り
型
の
耐
火
部
材

を
採
用
し
、
都
市
部
に
お
い
て
木
造
・
木
質

化
さ
れ
た
医
療
施
設
を
実
現
し
ま
し
た
。
こ

の
施
設
で
透
析
治
療
を
受
け
る
方
々
の
負
担

感
の
軽
減
や
心
身
の
健
康
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

１
時
間
の
耐
火
性
能
を
有
す
る
木
質
耐
火

部
材
は
、
上
か
ら
数
え
て
４
階
ま
で
の
木
造

化
が
可
能
で
す
が
、
最
近
で
は
上
か
ら
数
え

て
14
階
ま
で
木
造
化
が
可
能
な
２
時
間
耐
火

部
材
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
潟
県
新
潟

市
で
は
、
２
時
間
耐
火
部
材
を
用
い
た
共
同

住
宅
が
建
設
中
で
、
完
成
す
れ
ば
１
階
か
ら

５
階
ま
で
全
て
木
造
で
実
現
し
た
建
築
物
と

し
て
全
国
初
の
事
例
と
な
り
ま
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
はC

ross Lam
inated Tim

ber

（
ク
ロ
ス
・
ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
テ
ィ
ン

バ
ー
）
の
略
称
で
、
ひ
き
板
を
繊
維
方
向
が

直
交
す
る
よ
う
に
積
層
接
着
し
た
パ
ネ
ル
で

す
。
平
成
25
年
12
月
に
制
定
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｓ

（
日
本
農
林
規
格
）
に
お
け
る
正
式
名
称
は
、

「
直
交
集
成
板
」
で
す
。

　

欧
米
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
っ
て
、
10
階
建

て
の
集
合
住
宅
や
商
業
施
設
な
ど
様
々
な
建

物
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
も
、

今
後
の
活
用
が
期
待
で
き
る
新
た
な
木
質
部

材
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、

① 

Ｒ
Ｃ
造
に
比
べ
て
建
物
の
重
量
が
軽
く
な

り
、
基
礎
工
事
等
の
簡
素
化
が
可
能

② 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
に
現
場
で
養
生
す

る
必
要
が
な
く
、
型
枠
職
人
等
熟
練
工
へ

の
依
存
が
少
な
い
た
め
、
工
期
の
縮
減
が

可
能

③ 

Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
で
は
、
大
版
の
パ
ネ

ル
に
よ
り
壁
（
面
）
で
建
物
を
支
え
る
構

造
の
た
め
、
施
工
が
容
易

④ 

木
材
は
、
鉄
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
比

べ
て
熱
を
伝
え
に
く
い
素
材
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
定
の
厚
み
を
持
っ
た
面
材
で
あ

る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
壁
や
床
に
使
う
と
、
建
物
の

断
熱
性
能
を
確
保
し
や
す
い

等
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
建
物
全
体
の
構
造
材

と
し
て
使
わ
れ
る
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
」

（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
水
平
力
及
び
鉛
直
力
を
負
担
す

る
壁
と
し
て
設
け
る
工
法
）
や
、
木
造
の

軸
組
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
Ｒ
Ｃ
造
）、

鉄
骨
造
（
Ｓ
造
）
な
ど
、
他
の
工
法
と
組
み

合
わ
せ
て
、
床
や
壁
な
ど
で
部
分
的
に
利
用

す
る
な
ど
、
幅
広
い
使
い
方
が
で
き
ま
す
。

日
本
初
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
の
建
物
で
あ

る
３
階
建
て
共
同
住
宅
が
平
成
26
年
に
高
知

県
大
豊
町
に
建
て
ら
れ
て
以
降
、
庁
舎
、
学

校
、
福
祉
施
設
、
ホ
テ
ル
、
事
務
所
、
店
舗
、

建設中の木造５階建て共同
住宅イメージ

（新潟県新潟市、延床面積
742㎡、2017 年 8 月竣工
予定）
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神奈川大学横浜キャ
ンパス国際センター

（神奈川県横浜市、
地上１階・地下１
階、延床面積 772㎡、
2015 年 9 月竣工）

アキュラホーム住まいと
暮らしのサロン

（埼玉県熊谷市、3 階建て、
2016 年 6 月竣工）
Ⓒ 2016 繁田諭

ＡＴＡハイブリッドトラスによ
るスーパーマーケットの施工例

（広島県福山市）

花畑あすか苑
（東京都足立区、5階建て、延床面積9,790㎡、2016年6月竣工）

診
療
所
な
ど
様
々
な
分
野
の
建
物
で
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
や

Ｌ
Ｖ
Ｌ
を
用
い
た
大
規
模
建
築
物

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
み
な
ら
ず
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

工
法
や
Ｌ
Ｖ
Ｌ
に
つ
い
て
も
技
術
開
発
が
進

み
、
大
規
模
な
木
造
建
築
物
が
建
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
（
木
造
枠
組
壁
工

法
）
は
、
構
造
用
製
材
で
つ
く
っ
た
枠
組
み

に
合
板
を
張
り
付
け
た
「
パ
ネ
ル
」
で
床
・

壁
・
屋
根
を
構
成
し
て
建
物
を
支
え
る
工
法

で
す
。
戸
建
て
住
宅
を
中
心
に
年
間
着
工
戸

数
は
概
ね
10
万
戸
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、

近
年
は
防
耐
火
性
能
や
耐
震
性
能
の
向
上
に

よ
り
、
大
規
模
な
非
住
宅
建
築
物
へ
も
用
途

を
拡
げ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
花
畑
あ
す

か
苑
」（
東
京
都
足
立
区
）

は
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

工
法
の
５
階
建
て
耐
火

建
築
物（
一
階
は
Ｒ
Ｃ
造
）

で
、
都
内
最
大
級
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

す
。
地
震
時
の
横
揺
れ

に
有
効
な
新
技
術
と
し

て
高
い
性
能
の
耐
力
壁

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
法
は
北
米
で

開
発
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
輸
入
材
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
平
成
27
年
に
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
基
準
が
改
正

さ
れ
、
ス
ギ
等
の
国
産
材
が
使
い
や
す
く

な
っ
た
こ
と
や
、
国
産
材
を
扱
う
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
工
場
が
全
国
に
拡
が
っ
て
き
て
い
る

こ
と
な
ど
、
国
産
材
の
利
用
拡
大
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｖ
Ｌ
は
、ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
ベ
ニ
ア
・

ラ
ン
バ
ー（Lam

inated Veneer Lum
ber

）

の
略
で
日
本
語
で
は
単
板
積
層
材
と
呼
ば
れ

て
お
り
、丸
太
を
か
つ
ら
む
き
に
し
て
製
造

し
た
単
板
を
積
層
し
た
も
の
で
す
。積
層
数

を
増
減
す
る
こ
と
に
よ
り
用
途
に
応
じ
た
多

様
な
厚
さ
の
製
品
が
製
造
可
能
で
、柱
や
梁

等
の
軸
材
料
と
し
て
も
利
用
可
能
で
す
。

　

例
え
ば
、「
神
奈
川
大
学
横
浜
キ
ャ
ン
パ

ス
国
際
セ
ン
タ
ー
」（
横
浜
市
）
は
国
産
カ

ラ
マ
ツ
を
使
用
し
た
Ｌ
Ｖ
Ｌ
を
壁
柱
及
び
梁

に
利
用
し
、
Ｌ
Ｖ
Ｌ
の
ス
ト
ラ
イ
プ
状
の
積

層
面
を
積
極
的
に
見
せ
る
な
ど
特
徴
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
建
物
で
す
。

低
コ
ス
ト
な
ト
ラ
ス
の
開
発
・
普
及

　

非
住
宅
分
野
に
お
け
る
建
築
物
の
木
造
化

を
推
進
す
る
う
え
で
、
低
コ
ス
ト
化
は
重
要

な
課
題
で
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
や
鉄

骨
造
に
負
け
な
い
コ
ス
ト
競
争
力
を
実
現
す

る
こ
と
で
、
木
造
化
は
さ
ら
に
加
速
化
す
る

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
開
発
・

普
及
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
住
宅
用
に

加
工
さ
れ
た
一
般
流
通
材
を
活
用
し
た
工
法

で
す
。
例
え
ば
、
一
般
流
通
材
を
組
み
合
わ

一
般
流
通
材
を
用
い
た

非
住
宅
建
築
物
の
木
造
化
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ＢＰ材による高校武道場
の施工例（熊本県八代市）

ＢＰ材（束ね重ね材）

信州型接着重ね梁

信州型接着重ね梁による施工例（熊本県和水町）

せ
た
ト
ラ
ス
（
三
角
形
を
基
本
単
位
と
し
た

構
造
）
に
よ
り
、
大
空
間
を
実
現
す
る
工
法

が
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
般
流
通
材
を

活
用
し
た
建
築
物
の
事
例
と
し
て
「
ア
キ
ュ

ラ
ホ
ー
ム
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
サ
ロ
ン
（
埼

玉
県
熊
谷
市
）」
は
、
特
注
の
大
断
面
集
成

材
や
特
殊
な
金
物
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
住

宅
用
一
般
流
通
材
と
一
般
加
工
技
術
を
用
い

た
工
法
で
大
空
間
の
木
造
建
築
を
低
コ
ス
ト

で
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
中
大
規
模
木
造
プ

レ
カ
ッ
ト
技
術
協
会
（
静
岡
県
富
士
市
）
は
、

平
成
27
年
３
月
に
改
正
さ
れ
た
木
造
校
舎
Ｊ

Ｉ
Ｓ
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ａ
３
３
０
１
）
の
標
準
設

計
図
な
ど
を
活
用
し
、
一
般
流
通
材
と
プ
レ

カ
ッ
ト
加
工
に
よ
る
低
コ
ス
ト
な
木
造
軸
組

標
準
工
法
の
標
準
図
や
構
造
計
算
・
積
算
等

の
設
計
支
援
ツ
ー
ル
を
整
備
し
、
設
計
者
等

向
け
セ
ミ
ナ
ー
開
催
等
の
普
及
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
株
式
会
社
Ａ
Ｔ
Ａ
（
富
山
県

滑
川
市
）
で
は
、
一
般
流
通
材
と
鋼
製
の

張
弦
材
に
よ
り
大
空
間
を
実
現
す
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
ト
ラ
ス
を
開
発
し
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
倉
庫
等
の
施
工
実
績
を
増
や
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
中

小
断
面
の
集
成
材
の
み
に
頼
っ
て
い
て
は
、

山
元
の
Ｂ
材
需
給
に
は
貢
献
で
き
て
も
、
Ａ

材
需
給
の
維
持
・
拡
大
に
は
つ
な
が
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
Ａ
材
丸
太
を
原
材
料
と

す
る
無
垢
人
工
乾
燥
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
化
の
一
層

の
推
進
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材

品
な
ら
、
強
度
や
含
水
率
な
ど
の
品
質
・
性

能
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
集
成
材
と
同
様

に
設
計
が
可
能
で
す
。
全
国
に
は
製
材
Ｊ
Ａ

Ｓ
認
定
工
場
が
５
６
４
工
場
も
あ
り
ま
す
の

で
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
生
産
量
の
更
な
る
拡

大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

重
ね
梁
や
合
わ
せ
材
等
の

新
た
な
製
品
開
発
・
普
及

　

人
工
林
資
源
の
成
熟
に
伴
い
大
径
化
し
た

木
材
の
活
用
や
付
加
価
値
の
高
い
Ａ
材
等
の

製
材
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
、
製
材
を
組
み

合
わ
せ
た
大
断
面
の
構
造
材
を
開
発
し
、
非

住
宅
建
築
物
に
活
用
す
る
動
き
も
進
み
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

株
式
会
社
工
芸
社
・
ハ
ヤ
タ
（
熊
本
県
山

鹿
市
）
で
は
、
ス
ギ

柱
用
製
材
を
積
層
し

接
着
し
た
Ｂ
Ｐ
材
（
束

ね
重
ね
材
）
を
開
発

し
、
主
に
中
大
規
模

木
造
建
築
物
の
横
架

材
（
梁
や
桁
）
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
に
ス

ギ
Ｂ
Ｐ
材
で
指
定
建

築
材
料
の
国
土
交
通

大
臣
認
定
を
取
得
し
、

施
工
実
績
を
増
や
し

て
お
り
、
現
在
、
ヒ

ノ
キ
Ｂ
Ｐ
材
の
開
発

と
大
臣
認
定
取
得
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

信
州
木
材
認
証
製
品
セ
ン
タ
ー
（
長
野
県

長
野
市
）
で
は
、
カ
ラ
マ
ツ
の
製
材
品
を
接

着
し
た
信
州
型
接
着
重
ね
梁
を
開
発
し
、
平

成
28
年
４
月
に
指
定
建
築
材
料
の
国
土
交
通

大
臣
認
定
を
取
得
し
ま
し
た
。
開
発
さ
れ
た

製
品
・
技
術
の
普
及
に
よ
り
、
カ
ラ
マ
ツ
の

梁
や
桁
等
の
横
架
材
利
用
拡
大
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
製
品
や
技
術
の
ほ
か

に
も
、
民
間
企
業
や
研
究
機
関
の
創
意
工
夫

に
よ
り
、
木
材
需
要
創
出
に
資
す
る
製
品
・

技
術
が
次
々
と
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
新
た
な
製
品
・
技
術
の
開
発
に
よ
り
、

木
造
建
築
物
の
可
能
性
が
拡
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
こ
う
し
た
民
間
企
業
等
の

製
品
・
技
術
の
開
発
や
普
及
を
後
押
し
す
る

た
め
、
木
質
耐
火
部
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
、
製
材
等

の
需
要
拡
大
に
向
け
た
新
た
な
製
品
・
技
術

の
開
発
の
ほ
か
、
木
造
建
築
物
の
設
計
を
担

う
設
計
者
育
成
等
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
比
較
的
低
質

な
木
材
か
ら
付
加
価
値
の
高
い
木
材
ま
で
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
国
産
材
需
要
拡
大
を
図

り
、
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
木
材
需
要
創
出
に

よ
る
林
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け
て
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本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

て
、林
野
庁
及
び
九
州
森
林
管
理
局
で

は
、４
月
14
日
の
前
震
、16
日
の
本
震

の
直
後
か
ら
、熊
本
県
や
森
林
総
合
研
究
所
な
ど

と
協
力
し
て
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
被
害
状
況

調
査
や
地
上
か
ら
の
現
地
調
査
を
行
う
な
ど
、被

害
状
況
の
早
期
把
握
と
そ
の
対
策
に
、職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。ま
た
、前
震
直

後
の
４
月
15
日
に
は
、「
緊
急
自
然
災
害
対
策
本

部
」、地
震
発
生
か
ら
約
１
ヶ
月
後
の
５
月
19
日
に

は
、「
平
成
28
年
熊
本
地
震
復
興
推
進
本
部
」を
九

州
森
林
管
理
局
内
に
設
置
し
、森
林
管
理
局
・
森
林

管
理
署
の
技
術
職
員
を
県
や
市
町
村
に
派
遣
し

て
、被
害
状
況
の
調
査
や
復
旧
方
法
の
検
討
な
ど
、

被
災
し
た
治
山
・
林
道
施
設
な
ど
の
復
旧
に
向
け

た
技
術
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
で
は
、熊
本
県
を
中
心
に
大
規
模

な
山
腹
崩
壊
等
が
発
生
し
て
お
り
、林
地
被
害

４
７
４
箇
所
、治
山
施
設
45
箇
所
、林
道
関
係
１
，

６
８
７
箇
所
の
ほ
か
、木
材
加
工
施
設
の
被
害
も

含
め
約
４
３
９
・
７
億
円
も
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。（
平
成
29
年
４
月
現
在
）

　

民
有
林
に
お
い
て
は
、熊
本
県
に
よ
る
災
害
復

旧
事
業
に
加
え
、平
成
25
年
の
大
規
模
災
害
復
興

法
施
行
後
初
適
用
と
な
っ
た
非
常
災
害
の
指
定
に

伴
い
、被
災
し
た
治
山
施
設（
谷
止
工
・
土
留
工
な

ど
）に
つ
い
て
熊
本
県
知
事
か
ら
の
国
の
直
轄
事

業
に
よ
る
災
害
復
旧
の
要
請
に
基
づ
き
、阿
蘇
市
・

南
阿
蘇
村
の
17
地
区
に
お
い
て
、九
州
森
林
管
理

局
に
よ
る
治
山
施
設
の
復
旧
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

国
有
林
に
お
い
て
も
、熊
本
県
内
の
各
地（
菊
池

渓
谷
、天
然
記
念
物
の
北
向
山
原
始
林
な
ど
）、大

分
県
の
由
布
岳
、長
崎
県
の
眉
山
な
ど
を
は
じ
め
、

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。九
州
森
林
管
理
局
及
び
各
森
林
管
理
署
で
は
、

こ
う
し
た
被
害
地
域
の
早
期
復
旧
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
中
で
、年
間
30
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る

菊
池
渓
谷（
熊
本
県
菊
池
市
）の
復
興
に
つ
い
て

は
、地
元
自
治
体
や
関
係
者
と
連
携
を
密
に
図
り
、

渓
谷
内
及
び
県
道
の
山
腹
崩
壊
地
な
ど
被
災
箇
所

の
早
期
復
旧
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、熊
本
地
震

か
ら
の
創
造
的
な
復
興
の
実
現
に
向
け
て
、当
該

地
域
の
今
後
の
観
光
利
用
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
、地
元
関
係
者
と
検
討
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
の
よ
う
な
甚
大
な
被
害
発
生
時

は
、被
災
市
町
村
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
要
請
が

あ
り
、ど
の
よ
う
に
支
援
を
す
る
こ
と
が
効
果
的

な
の
か
、市
町
村
の
実
情
を
収
集
・
分
析
し
、非
常

時
の
対
応
な
ど
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
整
理
・
記

録
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。そ
の
た
め
、九
州
森
林

管
理
局
で
は「
情
報
収
集
・
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定

推
進
チ
ー
ム
」を
設
置
し
、被
災
市
町
村
か
ら
聞
き

取
り
を
行
い
、今
後
の
災
害
発
生
時
に
備
え
て
、市

町
村
か
ら
の
支
援
要
請
に
民
国
連
携
し
て
対
応
で

き
る
体
制
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

林
野
庁
及
び
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、引
き
続

き
、被
災
地
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

継
続
し
つ
つ
、災
害
復
旧
事
業
の
早
期
実
施
、被
災

者
の
生
活
再
建
に
向
け
た
木
材
の
安
定
供
給
な
ど

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

熊本地震から１年

熊

TOPICS

01
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熊
本
地
震
で
は
、
広
範
囲
に
わ

た
り
、
森
林
内
で
多
く
の
亀
裂
や

崩
壊
が
発
生
し
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
、
森
林
に
遮

ら
れ
て
上
空
か
ら
目
視
で
確
認
で

き
な
い
も
の
も
多
い
た
め
、
林
野

庁
で
は
、
亀
裂
や
崩
壊
を
迅
速
に

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
航
空

レ
ー
ザ
計
測
に
よ
り
、
詳
細
な
地

形
変
化
の
把
握
や
解
析
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
把
握
さ

れ
た
亀
裂
や
崩
壊
箇
所
は
、
今
後

の
豪
雨
に
際
し
て
の
警
戒
避
難
体

制
の
整
備
や
治
山
事
業
計
画
策
定

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
関
係
す
る
地
方

公
共
団
体
等
に
情
報
提
供
す
る
と

と
も
に
、
林
野
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
表
し
ま
し
た
。

　

航
空
レ
ー
ザ
計
測
の
よ
う
な
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
は
、
二

次
災
害
の
危
険
性
が
高
く
、
立
入

が
困
難
な
地
域
な
ど
で
も
短
時
間

に
調
査
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

た
め
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
技
術
の

発
展
と
と
も
に
、
幅
広
い
利
用
手

法
の
確
立
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
林
野
庁
の
取
組
（
レ
ー
ザ
計
測
）

航空レーザ計測から作成した微地形解析図 解析箇所の航空写真微地形解析図から作成した崩壊箇所等位置図
（紫色が亀裂、赤色が崩壊地）

災害復旧事業の申請に係る市町村への技術支援

地震によって土石が流入した菊池渓谷の様子（右）と復旧後（左）

民有林被害箇所の現地調査（阿蘇市狩尾）

尾根筋に発生した
亀裂

崩壊地上部に
発生した亀裂

崩壊地

99 2017.4 No.121   林野



羅臼岳周辺 知床

マルハチ群落乾性低木林（兄島）

父島小港海岸・コペペ海岸

父島・中山峠から南島を望む父島・ハートロック

母島南崎から乳房山

「知床」

「小笠原諸島」
　小笠原諸島は、過去に一度も大陸・本土と
陸続きになったことがなく、独自の進化を
遂げた数多くの固有種が生息・生育し、大陸
とは異なる独自の生態系が形成されており、
2011 年に世界自然遺産に登録されました。
世界自然遺産区域（陸域）の約８割が国有林
野で、植物は島々の環境に適応しながら進化
し、父島や兄島では乾性低木林が、母島では
湿性高木林が分布しており、希少性の高い固
有種が多く存在します。
　しかし、小笠原諸島の生態系は外来種の侵
略に対し極めて弱く、外来種により小笠原
諸島の固有の生態系が脅かされていることか
ら、小笠原諸島の自然をよりよい形で後世に
伝えるため、地元NPOやボランティアなど
とも連携しながら、アカギやモクマオウなど
の外来植物の駆除に取り組んでいます。

季節毎にお送りする新コーナー「各地の森林から」。全国の森林の風景や林業の現場の
様子などをお伝えします。今月号では、国内の世界自然遺産の森林をご紹介します。

各 地 の 森 林 か ら

知床峠付近から羅臼側を望む

　知床は、海と陸の生態系が相互に関係して創られた自然が高く評価され、
2005 年に世界自然遺産に登録されました。世界自然遺産区域（陸域）の９割以
上が国有林野で、林野庁としても森林生態系保護地域に指定し保護を図ってい
る原生的な森林です。シマフクロウやオジロワシ、シレトコスミレといった希
少な動植物、ヒグマなどが生息しています。豊富な栄養を海にもたらす流氷が
見られる南限地域であり、海には鯨類やトドをはじめ多くの海棲動物が生息し
ています。このうちシロザケやカラフトマスが川を遡上し、森に棲む生き物の
餌となって陸の生態系と繋がっています。知床五湖の散策や知床連山の登山、
クルージング等で四季を通して、厳しくも雄大な自然を感じることができます。
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マザーツリー岳岱

春の屋久島

太鼓岩からの眺望苔むす森

天狗峠から向白神

千尋の滝 白谷雲水峡・奉行杉

「白神山地」
　白神山地は、過去に伐採などの人の影響をほとんど受けなかったブナ林が広がる地域で、原生状態のブナ林と動植物の
多様性が世界的に特異な森林を形成し、1993 年に世界自然遺産に登録されました。世界自然遺産区域全域が国有林野であ
り、気候は、比較的標高が低いところでも年平均気温が９℃以下と低く、積雪量は４メートルに達するところもあります。
こうした厳しい気象条件が、長い年月をかけて白神山地独自の自然環境を作り上げてきました。
　白神山地及び周辺地域には、様々なレベルの散策コースが整備されており、一歩足を踏み入れると、圧倒的な迫力と雄
大さを誇るブナの巨木が私たちを包んでくれます。風に揺れるブナの葉の音、ブナの恵みを受けて暮らしている鳥の声な
どを聞きながら、悠久の時間が育んだ白神山地の豊かな自然を感じてみてはいかがでしょうか。

「屋久島」
　屋久島は、樹齢数千年のヤクスギをはじめ、ヤクザルやヤクタネゴヨウなど多
くの固有種が生息し、海岸部から中央部の山頂まで約 2,000mもの高低差があり、
亜熱帯から冷温帯までの植生の典型的な垂直分布が見られるなど、特異な生態系
とすぐれた自然景観を有し、1993 年に世界自然遺産に登録されました。世界自
然遺産地域の 9割以上を国有林野が占めています。
　また、中央山岳地は、１万㎜を超える降水量があり、林芙美子が小説「浮雲」
で月に 35 日雨の降るところと記しているように、非常に多くの降雨がある地域
です。島内にあるヤクスギランドや白谷雲水峡などのレクリエーションの森では、
木道や石畳など、苔むした森の中に散策コースが整備されています。また、巨大
なヤクスギはもちろん、これからの時期は、サクラツツジやヤクシマシャクナゲ
の花が見ごろを迎え、多様な植生を見ることができます。
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１
．
大
田
市
の
森
林
・
林
業

　

大
田
市
は
島
根
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、

世
界
遺
産
の
石
見
銀
山
や
国
立
公
園
の
三さ
ん

瓶べ

山さ
ん

を
有
す
る
、
歴
史
と
自
然
が
多
く
残
る
地

域
で
す
。

　

現
在
の
大
田
市
の
原
木
生
産
は
間
伐
が
主

体
で
あ
り
、
需
要
に
応
じ
た
供
給
が
行
え
て

い
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
こ
の
ま
ま
主
伐

に
伴
う
更
新
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
、
将
来
的

に
は
高
齢
級
に
偏
っ
た
林
齢
の
構
成
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

市
役
所
に

「
森
づ
く
り
推
進
室
」
を
新
設

　

市
で
は
地
域
産
業
の
振
興
を
進
め
る
と
と

も
に
、
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
を
発
揮

さ
せ
る
た
め
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関

係
の
担
当
部
署
を
強
化
す
る
こ
と
を
検
討
し
、

平
成
27
年
度
に
「
森
づ
く
り
推
進
室
」
を
新

設
し
ま
し
た
。

　

森
づ
く
り
推
進
室
の
新
設
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
れ
ま
で
の
鳥
獣
害
対
策
を
含
む
林
務
担
当

３
名
体
制
か
ら
、
鳥
獣
害
対
策
を
除
い
た
林

務
専
門
の
担
当
と
し
、
さ
ら
に
島
根
県
、
大

田
市
森
林
組
合
か
ら
林
業
の
専
門
的
な
知
識

を
有
す
る
職
員
を
各
１
名
派
遣
し
て
い
た
だ

き
、
大
田
市
職
員
３
名
を
加
え
た
５
名
体
制

で
、
林
業
振
興
だ
け
で
な
く
森
林
を
活
か
し

た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
大
田
市
未
来
に
つ
な
ぐ

森
づ
く
り
構
想
」
の
策
定

　

市
で
は
、
市
内
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
の
関
係
者
、
建
設
業
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
検
討
を
重
ね
、

平
成
29
年
３
月
に
「
大
田
市
未
来
に
つ
な
ぐ

森
づ
く
り
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
構
想
で
は
、「
森
林
を
活
か
し
地
域
産

業
を
伸
ば
す
」、「
森
林
を
守
り
育
て
公
益
的

機
能
を
伸
ば
す
」、「
森
林
を
使
い
次
世
代
に

つ
な
げ
る
」
の
３
つ
を
取
組
の
柱
と
し
て
、

需
要
に
応
じ
て
、
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、

育
て
る
こ
と
で
山
を
若
返
ら
せ
、
地
域
の
力

に
よ
り
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
維
持
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
森
林
空
間
の
多
面
的
利
用

の
両
立
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

森
づ
く
り
構
想
に
沿
っ
た

取
組
の
き
ざ
し

　
「
大
田
市
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
構
想
」

は
策
定
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
が
、
本
構
想
の

考
え
方
に
沿
っ
た
先
行
的
な
取
組
が
既
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
を
紹

介
し
ま
す
。

①
川
上
で
の
取
組

　

大
田
市
に
は
原
木
市
場
や
製
材
工
場
が
集

積
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
市
町
に
は
、
合
板
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
等
が
整
備
さ
れ
、

安
定
的
な
原
木
供
給
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
素
材
（
原
木
）
生
産
の

主
な
担
い
手
と
な
る
事
業
体
が
市
内
に
不
在

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
の
森
林
組
合
職
員

に
伐
採
・
搬
出
の
技
術
を
習
得
さ
せ
る
た
め
、

県
外
の
先
進
的
な
素
材
生
産
事
業
体
へ
の
派

遣
研
修
を
実
施
し
、
森
林
組
合
の
原
木
生
産

体
制
の
強
化
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
木
生
産
量
の
増
加
と
主
伐
後
の

面積 43,571ha
　森林面積 33,648ha
　うち私有林 28,208ha
　私有林率        84%

市内の原木の流れ
生　産 流　通 加　工

4,000m3

8,500m3

8,000m3

2,500m3

8,000m3

6,000m3

森
づ
く
り
を
未
来
に
つ
な
ぐ

～
島
根
県
大お

お
だ田

市
～

２
． 大田市

島根県

３
．

４
．

大山隠岐国立公園　三瓶山

市　内

市　外 市外原木市場等

内　市外

内　市内

市内原木市場

内　市外

内　市外

内　市内

内　市内

市内製材加工

市外 合板・チップ

　 2,500m3

　 1,500m3

　 7,000m3

　 1,500m3

　 1,500m3

　 6,500m3
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確
実
な
再
造
林
に
取
り
組
む
た
め
、
市
外
の

素
材
生
産
事
業
体
と
森
林
組
合
が
連
携
協
定

を
締
結
し
、
事
業
計
画
段
階
か
ら
両
者
が
事

業
量
、
時
期
、
作
業
方
法
に
つ
い
て
打
合
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
森
林
組
合
が
主
伐
を
行
う
現
場

で
、
原
木
市
場
・
製
材
工
場
の
担
当
者
に
よ

る
採
材
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
収
益
力
ア
ッ

プ
に
向
け
た
職
員
の
意
識
改
革
を
図
っ
て
い

ま
す
。

②
川
中
で
の
取
組

　

市
内
の
原
木
需
要
は
製
材
用
で
年
間
８
千

㎥
強
あ
る
一
方
、
市
内
で
生
産
さ
れ
た
原
木

の
供
給
先
は
、
市
外
向
け
合
板
・
チ
ッ
プ
用

が
多
く
、
市
内
製
材
用
へ
は
１
千
㎥
強
の
供

給
に
と
ど
ま
る
な
ど
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
は
、
公
共
建
築
物

や
民
間
住
宅
で
市
産
材
の
利
用
を
積
極
的
に

推
進
す
る
た
め
、
島
根
県
が
行
う
県
産
材
認

証
に
加
え
、
市
産
材
の
認
証
の
取
組
に
着
手

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
需
要
に
適
時
に
応
じ
ら
れ
る
安
定

的
な
供
給
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
原
木
市

場
で
市
産
材
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
整
備
の

検
討
、
川
上
と
川
下
の
需
要
・
供
給
情
報
を

共
有
す
る
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

③
川
下
で
の
取
組

　

近
年
、
住
宅
の
品
質
・
性
能
に
対
す
る
消

費
者
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
よ
り
、
寸
法
安
定

性
に
優
れ
、
強
度
性
能
が
明
確
な
木
材
製
品

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
木
材
製

品
一
本
ご
と
に
ヤ
ン
グ
係
数
な
ど
の
性
能
の

明
確
な
表
示
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
の
、
無
垢
の
木
を
使
っ

た
家
に
住
み
た
い
と
い
う
要
望
に
応
え
、
ス

ギ
の
梁
・
桁
で
の
利
用
な
ど
、
顔
の
見
え
る

木
材
で
の
家
づ
く
り
の
普
及
や
、
今
後
、
原

木
生
産
量
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
を
使
用
し
た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
新

用
途
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

④
森
林
の
多
面
的
利
用
の
推
進

　

林
業
や
木
材
利
用
へ
の
市
民
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
内
の
小
学
生
を
対

象
に
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
作
業
見
学

及
び
林
業
に
つ
い
て
学
習
す
る
植
林
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
小
学
生
は
初
め

て
体
験
す
る
林
業
に
感
動
し
、「
大
人
に
な
っ

た
ら
働
き
た
い
」
と
言
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
民
理
解
を
促
進
す
る
た
め
、

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
に
よ
る
出

前
講
義
や
現
場
見
学
な
ど
の
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

森
づ
く
り
構
想
の

実
現
に
向
け
て

　

今
回
の
構
想
の
策
定
に
あ
た
り
、
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
の
多
く
の
み
な
さ

ん
に
協
力
い
た
だ
き
、
現
状
を
共
有
し
た
こ

と
で
、
多
く
の
課
題
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん

の
思
い
や
熱
意
の
共
有
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
思
い
を
今
後
の
森
づ
く
り
に
つ
な
げ

る
と
と
も
に
、
先
行
し
て
い
る
取
組
を
さ
ら

に
深
化
さ
せ
、
毎
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
検

証
・
見
直
し
を
重
ね
つ
つ
、
大
田
市
の
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

木材市場や製材事業者による採材指導

ストックヤード整備に向けた現地検討

近隣自治体での地域材利用状況の視察

小学生の林業現場
見学と植栽体験

５
．
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【
伐
採
届
出
制
度
の
拡
充
】

　

多
様
で
健
全
な
森
林
を
守
る
た
め
に
は
、森
林
を
伐
採

し
た
後
に
、適
切
に
更
新
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、森
林
所
有
者
等
に
対
し
、伐
採
及
び
伐
採

後
の
造
林
に
係
る
森
林
の
状
況
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
後
、本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
た
人
工
林
の
伐
採
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、こ
う
し
た
制
度
に
よ
り
、市
町

村
長
が
伐
採
後
の
森
林
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
把
握
し

適
切
に
指
導
・
監
督
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、更
新
の

確
保
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

改正森林法・森林組合法等が
施行されました

TOPICS

02

　平成28年５月に可決・成立した「森林法等の一部を改正する法律」が、今年４月に施行されました。森林資源
の循環利用や公益的機能の維持増進を図るため、新たに措置された制度の適切な運用と効果的な活用が重要
です。以下に主な制度の概要を紹介します。

【
共
有
者
不
確
知
森
林
制
度
の
創
設
】

　

共
有
林
の
所
有
者
の
一
部
が
所
在
不
明
な
森
林（
共
有

者
不
確
知
森
林
）で
あ
っ
て
も
、市
町
村
長
に
よ
る
公
告
、

都
道
府
県
知
事
の
裁
定
等
の
手
続
き
を
経
る
こ
と
に
よ

り
、立
木
の
共
有
持
分
の
移
転
や
土
地
の
使
用
権
を
設
定

で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、こ
れ
ま
で

は
共
有
者
の
一
部
が
不
確
知
で
あ
っ
た
た
め
伐
採
や
造

林
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
森
林
に
お
い
て
、森
林

整
備
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

※１及び４の届出や報告を行わないと罰則が適用されます。
　伐採及び伐採後の造林の届出：100万円以下の罰金
　伐採及び伐採後の造林に係る森林の状況報告：30万円以下の罰金）

90日〜 30日の間

30日以内

　１	市町村長に「伐採及び伐採後の造林の届出」を提出

　２	伐採の実施

　３	造林の実施

　４	市町村長に「伐採及び伐採後の造林に係る森林の　　	状況報告」を提出

新 設

立木所有権の移転等の流れ

共有林の一部の所有者が不確知
である旨の公告をするよう市町
村長に申請

立木持分の移転、土地使用権の取
得に関する裁定を都道府県知事
に申請

移転する立木持分等の額を補償
金として供託

伐採等の実施

不確知所有者等から申出がなかった場合

市町村長による公告

都道府県知事による裁定

不確知者の立木持分の移転等

公告の申請

裁定の申請

補償金の供託
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【
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
強
化
】

　

深
刻
化
す
る
シ
カ
等
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
森
林
被
害
対

策
を
強
化
す
る
た
め
、市
町
村
森
林
整
備
計
画
等
に
お
い

て
、鳥
獣
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
実
施
す
べ
き
森

林
の
区
域（「
鳥
獣
害
防
止
森
林
区
域
」）及
び
当
該
区
域
内

に
お
け
る
鳥
獣
害
防
止
の
方
法
を
定
め
、計
画
に
基
づ
き
、

鳥
獣
害
防
止
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、鳥
獣
害
防
止
森
林
区
域
内
に
あ
る
森
林
経
営
計
画

対
象
森
林
に
お
い
て
人
工
植
栽
を
計
画
す
る
場
合
は
、森
林

経
営
計
画
に
防
護
柵
の
設
置
等
被
害
防
止
対
策
の
記
載
が

必
要
と
な
り
ま
す（
こ
の
措
置
は
、平
成
29
年
４
月
１
日
以

降
に
作
成
・
変
更
す
る
森
林
経
営
計
画
が
対
象
で
す
）。

【
要
間
伐
森
林
制
度
の
拡
充
】

　

市
町
村
長
は
、間
伐
等
を
早
急
に
実
施
す
る
必
要
の
あ

る
森
林（
要
間
伐
森
林
）に
つ
い
て
、そ
の
所
有
者
に
間
伐

等
の
実
施
を
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。今
般
の
改
正

に
よ
り
、要
間
伐
森
林
の
間
伐
等
が
実
施
さ
れ
な
い
こ
と

で
影
響
を
受
け
る
者（
利
害
関
係
者
）が
、市
町
村
長
に
対

し
て
要
間
伐
森
林
の
通
知
を
す
べ
き
旨
を
申
請
で
き
る

こ
と
と
な
り
、市
町
村
が
新
た
な
要
間
伐
森
林
を
認
識
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

【
林
地
台
帳
制
度
の
創
設
】

　

市
町
村
が
、森
林
の
土
地
の
所
有
者
や
境
界
に
関
す
る

情
報
を
一
元
的
に
と
り
ま
と
め
た
林
地
台
帳
を
作
成
し
、

そ
の
内
容
の
一
部
を
公
表
す
る
新
た
な
仕
組
み
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。林
地
台
帳
制
度
は
、平
成
31
年
４
月
か
ら

本
格
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。国
が
作
成

し
た
整
備
・
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
も
活
用
し
、都
道
府
県
・

市
町
村
に
お
い
て
台
帳
整
備
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

【
違
法
開
発
に
係
る
罰
則
の
強
化
】

　

１
ha
を
超
え
て
森
林
を
開
発
す
る
と
き
は
、周
辺
に
悪

影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
森
林
法
に
基
づ
く
林
地
開
発
許

可
制
度
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
り

ま
す
。近
年
、無
許
可
開
発
等
の
違
反
行
為
が
増
加
し
て

い
る
た
め
、今
回
の
法
改
正
で
は
、違
反
行
為
者
に
対
す

る
罰
則
を
、こ
れ
ま
で
の
１
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
か

ら
、３
年
以
下
の
懲
役
又
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
へ

と
強
化
し
て
い
ま
す
。

区域の設定対象とする森林
・対象鳥獣による被害がある森林
・対象鳥獣による被害発生のおそれのある森林
鳥獣害防止対策の例
・鳥獣害の防止のための防護柵等の設置
・わなその他の方法による鳥獣害の原因となっている鳥獣の捕獲
・その他の当該植栽に係る立木を保護するための措置

【
森
林
経
営
事
業
の
拡
大
】

　

森
林
組
合
が
自
ら
森
林
の
経
営
を
行
う
森
林
経
営
事

業
に
つ
い
て
、森
林
の
保
続
培
養
及
び
森
林
生
産
力
の
増

進
の
目
的
以
外
に
、林
業
事
業
を
行
う
組
合
員
の
利
益
の

増
進
を
図
る
目
的
で
も
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、森
林
経
営
事
業
の
実
施
に
際
し
て
も
、総
組
合

員
の
数
が
８
０
０
人
を
超
え
る
森
林
組
合
に
お
い
て
は
、

総
組
合
員
の
３
分
の
２
以
上
の
書
面
同
意
の
手
続
に
代

え
て
、総
会
の
特
別
議
決
を
経
る
こ
と
で
森
林
経
営
事
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、森
林
組
合
だ
け
で
は
な
く
、森
林
組
合
連
合

会
も
森
林
経
営
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

【
生
産
森
林
組
合
の
組
織
変
更
制
度
の
創
設
】

　

生
産
森
林
組
合
の
中
に
は
、更
な
る
事
業
の
多
角
化
や

事
業
規
模
拡
大
を
図
る
意
向
を
持
っ
て
い
る
場
合
等
が

あ
り
、こ
の
よ
う
な
組
合
に
つ
い
て
は
株
式
会
社
及
び
合

同
会
社
へ
の
組
織
変
更
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、組
合
員
の
高
齢
化
や
不
在
村
化
等
に
よ
り
活
動

が
低
位
と
な
り
、組
合
自
ら
森
林
の
経
営
事
業
を
行
い
得

る
体
制
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
生
産
森
林
組
合

等
が
あ
り
、こ
の
よ
う
な
組
合
に
つ
い
て
は
認
可
地
縁
団

体
へ
の
組
織
変
更
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
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森
林
資
源
を
活
か
し
た
文
化
・
産
業
へ
の
貢
献

署の基礎
データ

所 在 地 岐阜県高山市西之一色町３丁目 747−３
区 域 面 積 332,653ha
う ち 森 林 面 積 308,330ha
国 有 林 117,274ha（国有林率 38.0％）
管轄区の関係市町村 ２市１村　高山市、飛騨市、白川村

中
部
森
林
管
理
局　

飛
騨
森
林
管
理
署

取 組
国有林野事業の

取 組
国有林野事業の

飛騨森林管理署ＨＰアドレス：http://www.rinya.maff.go.jp/chubu/hida/index.html

　飛騨森林管理署は東に日本の屋根とい
われる飛騨山脈の岐阜県北部山岳地域

（乗鞍岳、御嶽山等）、西に白山といった、
３千ｍ級の山々に囲まれた、宮・庄川流
域を森林計画区として２市１村に広がる
国有林 11 万７千ヘクタールの森林を管
理しています。
　当署管内は、ブナやミズナラ等の天然
林が 60％、カラマツ・スギ・ヒノキ等
の人工林が 30％、山岳地帯が 10％を占
めています。
　この地域の森林は、日本海側の石川県、
富山県、太平洋側の岐阜県、愛知県の水
源林としての機能や山地災害防止などの
重要な役割を担っています。また、飛騨
山脈や御嶽山、白山などの山岳地域は、
貴重な動植物の生息地域としてのほか、
観光や登山など森林レクリエーションや
高地トレーニングの場としても広く利用
されています。
　さらに、世界文化遺産、合掌造りの白川郷として有名な「白川村」では、霊峰白山の山岳
地帯に崩壊地や荒廃渓流が点在しており、村の森林の半分を占める国有林においては、渓間
工や山腹工事などの治山事業にも取り組んでいます。

飛騨森林管理署

岐阜県

飛騨森林管理署管内図

1 匠通り・ＪＲ高山駅（高山市）

管内概要
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「
飛
騨
の
匠
」の
も
の
づ
く
り

　

歴
史
を
遡
る
こ
と
千
三
百
年
前
の
奈
良
時
代
、
飛
騨
地
域
の
有
す
る
技
術
が
都
の
造
営
等
に
「
税
を
免
じ
て

ま
で
も
必
要
」
と
認
め
ら
れ
、
飛
騨
の
技
術
者
は
賦
役
が
制
度
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
技
術
者
達
は
「
飛

騨
の
匠
」
と
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
そ
の
技
術
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
高
山
駅
の
駅
舎
が
、
飛
騨
地
域
の
森
林
資
源
や
そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
も
の
づ
く
り
の

文
化
を
象
徴
す
る
建
物
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。
駅
の
東
西
出
口
を
結
ぶ
「
匠
通
り
」
に
は
、
壁
や
天
井
に
国

有
林
材
を
含
む
地
域
の
ヒ
ノ
キ
が
使
わ
れ
る
と
と
も
に
、
飛
騨
高
山
の
も
の
づ
く
り
の
技
術
を
活
か
し
た
製
作

物
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
高
山
を
訪
れ
た
多
く
の
方
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

飛
騨
地
域
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
飛
騨
の
匠
」
の
文
化
・
技
術
を
受
け
継
い
だ
「
飛
騨
の
家
具
」
が
国
内
外

に
有
名
で
す
。大
正
時
代
に
外
国
人
旅
行
者
か
ら
伝
え
ら
れ
た
曲
木
技
術
を
用
い
て
家
具
を
製
作
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
、
飛
騨
地
域
で
は
、
地
域
の
ブ
ナ
を
主
体
と
す
る
広
葉
樹
を
利
用
し
た
脚
物
家
具
製
作
が
盛
ん
に
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
改
め
て
地
元
の
資
源
を
活
か
そ
う
と
い
う
動
き
も
あ
り
ま
す
。「
地
元
に
木
が
豊
富
に
あ
る
の
に
、

輸
入
材
で
家
具
を
作
る
」
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
飛
騨
産
業
㈱
で
は
、
地
元
の
ス
ギ

を
活
用
す
る
た
め
に
、
十
数
年
前
よ
り
ス
ギ
材
の
圧
縮
加
工
を
始
め
ま
し
た
。
従
来
の
曲
木
技
術
と
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
、デ
ザ
イ
ン
性
が
高
い
、耐
久
性
の
あ
る
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
が
職
人
技
に
よ
り
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

新
た
な
素
材
と
し
て
の
価
値
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
お
け
る
資
源
を
活
用
し
、
循
環
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
国
有
林
で
は
地
域
と
連
携
し
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
森
林
づ
く
り
や
木

の
文
化
を
支
え
る
木
材

（
文
化
材
）
の
安
定
供
給

に
努
め
、
地
域
の
木
材

産
業
や
文
化
の
更
な
る

発
展
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

生
産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組

　

森
林
資
源
の
成
熟
に
伴
い
木
材
需
要
の
拡
大
と
安
定
供
給
が
求
め
ら
れ
て

い
る
な
か
、
中
部
森
林
管
理
局
で
は
効
率
的
な
生
産
体
制
の
確
立
を
図
る
た

め
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
生
産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
立
ち
上
げ
生

産
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
飛
騨
市
神
岡
町
に
あ
る
ウ
レ
山
国
有
林
（
約
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

を
モ
デ
ル
事
業
地
と
し
て
設
定
し
、
県
、
大
学
等
研
究
機
関
、
木
材
搬
出
業

者
等
も
参
画
し
、
生
産
・
品
質
等
の
管
理
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
業
務
管

理
手
法
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）
に
よ
る
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
事
業
地
で
は
、
①
計
画
（
Ｐ
）
会
議
で
目
標
生
産
性
の
検
討
、
作

業
道
線
形
等
の
情
報
共
有
を
、
②
実
行
・
点
検
（
Ｄ
・
Ｃ
）
会
議
を
事
業
実

行
期
間
中
に
開
催
し
、
非
効
率
な
作
業
因
子
を
洗
い
出
し
、
③
改
善
（
Ａ
）

会
議
で
課
題
・
問
題
点
を
改
善
す
る
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
生
産
性
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
で
、
作
業
日
報
の
分
析
な
ど
に
よ
り
、
伐
木
・
集
材
・

造
林
な
ど
の
各
工
程
ご
と
の
生
産
性
や
数
量
を
把
握
し
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な

ど
で
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
工
程
課
題
を
現
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に

よ
り
、
作
業
者
全
員
が
現
状
を
認
識
し
、
計
画
的
な
作
業
配
置
や
工
程
の
見

直
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
モ
デ
ル
事
業
地
で
は
目

標
を
上
回
る
生
産
性
（
コ
ス
ト
削
減
）
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

3

4

5

スギの圧縮材

P 会議現地踏査

DC 会議の様子

2 グッドデザイン賞金賞のダイニングチェア
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３月14日、｢第30回きのこ料理コンクール全国大会｣が東京都の服部栄養専門学校で開催されました。
この大会は、しいたけ等のきのこについての正しい知識と新しい料理方法の普及を図り、きのこの消費

拡大を目的として昭和62年から開催されており今年で記念すべき30回目を迎えました。

第 30 回
きのこ料理コンクール全国大会

　
大
会
に
全
国
か
ら
応
募
さ

れ
た
作
品
は
２
，３
３
４

品
。こ
の
応
募
作
品
の
う

ち
地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
13
名
が

出
場
し
、自
慢
の
き
の
こ
料
理
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　

各
出
場
者
は
、審
査
員
で
あ
る
服
部

栄
養
専
門
学
校
校
長
の
服
部
幸
應
さ

ん
、服
部
栄
養
料
理
研
究
会
会
長
の
服

部
津
貴
子
さ
ん
、料
理
研
究
家
の
堀
江

ひ
ろ
子
さ
ん
、中
華
料
理
店
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
の
久
保
木
武
行
さ
ん
が
見
守

る
中
、緊
張
し
た
面
持
ち
な
が
ら
も
手

際
よ
く
調
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、栄
え
あ
る
林
野
庁
長
官
賞
を

受
賞
し
た
の
は
、栃
木
県
代
表
の
岩

崎
尋
乃
さ
ん
の「
き
の
こ
ク
リ
ー
ム

デ
ィ
ッ
プ
～
ま
い
た
け
ク
ラ
ッ
カ
ー

添
え
」と
、大
分
県
代
表
の
末
友
風

摩
さ
ん
の「
た
っ
ぷ
り
キ
ノ
コ
の
シ

チ
ュ
ー
パ
イ
包
み
～
香
り
を
と
じ
こ

め
て
～
」で
し
た
。

　

な
お
、今
大
会
で
調
理
さ
れ
た
全
て

の
作
品
の
レ
シ
ピ
は
、主
催
し
た
日
本

特
用
林
産
振
興
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://nittokusin.jp/w
p/

）で
紹

介
さ
れ
る
予
定
で
す
。皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
、新
し
い
き
の
こ
料
理
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。 本

TOPICS

03

堀江審査員の審査風景 手際よく調理する出場者 きのこクリームディップ～まいたけクラッカー添え

たっぷりキノコのシチューパイ包み～香りをとじこめて～

1818林野   2017.4 No.121



　
情
報
誌
「
林
野
」
を
ご
覧
の
皆
様
！
初
め
ま
し
て
。

　
２
０
１
７
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
女
神
の
野
中
葵
で
す
！

　
み
ど
り
の
女
神
に
選
ん
で
頂
い
て
か
ら
は
、
森
林
・
林
業
関

係
の
団
体
・
企
業
さ
ん
へ
の
表
敬
訪
問
で
た
く
さ
ん
の
発
見
と

学
び
、
そ
し
て
感
動
を
受
け
る
日
々
で
す
。
少
し
ず
つ
作
業
現

場
へ
も
行
く
機
会
が
増
え
、
実
際
に
そ
の
地
に
訪
れ
て
自
分
の

目
で
見
て
、
現
地
の
方
々
の
声
を
生
で
聞
け
る
事
が
楽
し
み
で

す
。
こ
れ
か
ら
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
さ
ら
に
学
び
、
以
前
私

が
取
り
組
ん
で
い
た
モ
デ
ル
の
経
験
を
活
か
し
て
「
オ
シ
ャ
レ

に
」
木
の
あ
る
暮
ら
し
や
森
の
魅
力
を
発
信
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
島
県
産
材
は

安
全
・
安
心
で
す
！

　

私
の
出
生
地
で
、
来
年
に
は
全
国
植
樹
祭

が
開
催
さ
れ
る
福
島
県
に
行
き
、
内
堀
県
知

事
に
表
敬
訪
問
を
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
森
林

管
理
署
、
製
材
工
場
、
原
木
市
場
な
ど
、
林
業・

木
材
産
業
の
現
場
を
次
々
と
見
学
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
深
か
っ
た
こ
と
は
、
原
木
市
場

で
の
取
組
で
す
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年

経
っ
た
今
で
も
、
全
て
の
原
木
を
放
射
線
計

量
装
置
で
測
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
責
任
者

の
方
は
「
放
射
線
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
は
全

く
無
い
」
と
話
し
、
福
島
県
の
木
が
全
て
安

全
と
い
う
こ
と
を
数
字
で
示
し
て
き
た
そ
う

で
す
。

　

福
島
県
の
木
を
安
心
し
て
使
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
続
け
る
方
々

が
い
る
こ
と
を
知
り
、
私
も
少
し
で
も
力
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

上
越
地
域
の
木
と
森
の
魅
力
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
！

　

３
月
26
日
に
幕
張
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
た
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
＆
Ｓ

Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
へ
行
こ
う
。
２
０
１
７
」
に
出
演
す
る
こ
と
と
な
り
、

そ
れ
に
先
立
っ
て
上
越
地
域
へ
視
察
ロ
ケ
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
で
審
査
委
員
長
賞
を
受
賞
し
た
観
光
列

車
「
越
後
ト
キ
め
き
リ
ゾ
ー
ト
雪
月
花
」
に
乗
り
ま
し
た
。
地
域
材
で

あ
る
越
後
杉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
車
内
は
ス
ギ
の
香
り
に
包
ま
れ
、

と
っ
て
も
あ
た
た
か
み
溢
れ
る
空
間
で
し
た
。

　
妙
高
高
原
で
は
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
を
初
体
験
！
冬
の
森
林
の
風
景
も

楽
し
め
る
最
高
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
し
た
！
こ
こ
は
国
有
林
を
森
林

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
活
用
し
、
楽
し
み
な
が
ら
自
然
と
ふ

れ
あ
え
る
場
所
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
て
、
ま
た
友
人
を
誘
っ
て
行
き

た
く
な
り
ま
し
た
！

　
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
＆
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
へ
行
こ
う
。
２
０
１
７
」

で
は
、
こ
う
し
た
上
越
で
の
体
験
を
発
表
し
ま
し
た
。
も
っ
と
多
く
の

皆
様
に
、
自
然
に
癒
さ
れ
な
が
ら
楽
し
む
事
の
出
来
る
幸
せ
な
観
光
プ

ラ
ン
を
ぜ
ひ
満
喫
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
！

原木市場を見学 木材チップからはいい香りがしました

内堀福島県知事に表敬訪問

「越後トキめきリゾート雪月花」車内にて

みどりの
女神が行く！

福島県生まれ、
千葉県育ち。
趣味は音楽鑑賞と
お散歩

野
の

中
なか

　葵
あおい

スノーモービル運転を体験！

「SATOYAMA&SATOUMI へ行こう。2017」で
森の魅力を発信
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